2005．9.1
身体の中のオバケ

良い気（精気・元気等々→気分が良い）

悪い気（邪気・病気等々→気分が悪い）

その他その度合いによって良くも悪くもなる「強気」、「弱気」の気。

皆身体の中に共存させていると思います。

怒ると鬼のような顔になる、顔色がその時の気分で変わる、目が釣り上がって来る。

体調が悪いと中々柔和な顔になりにくいものです。

これは認めたくはないでしょうが誰もが身体の中に持っていると思います。
特に大人は生きるために「本音」と「建前」が違う。顔のみ平常心、心中は怒り、

このように良くない物もからだの中に住まわしています。
このオバケバランスにより身体は良くもなり、また病気にもなりと私は思います。

